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 原⼦⼒総合シンポジウム 2010  
原⼦⼒平和利⽤技術が⽬指すもの 

〜国際動向を踏まえた現状と将来像〜 
会 期  2010 年 5 ⽉ 26 ⽇(⽔)，27 ⽇(⽊) 
会 場  ⽇本学術会議講堂（東京都港区六本⽊ 7-22-34） 

 
参 加 費 無 料 

 
 我が国は、官学産⼀体となり原⼦⼒の平和利⽤を志し，原⼦⼒発電の継続的な建設，運転をはじめ，
⼀貫して原⼦⼒の平和利⽤を図ってきた，いわば原⼦⼒平和利⽤⼤国であり、このことは、国際社会
が認めるところである。 
 昨今，この原⼦⼒の平和利⽤に対する動きは，国内のみならず全世界で活発である。このような状
況において，エネルギー源としての原⼦⼒利⽤に留まらず，環境への対応，産業活動など，原⼦⼒を
取り巻く状況は⾮常に早いテンポで変化し，技術の広がり，深みも増してきている。 
 そこで，今⽇的視点で⽇本の原⼦⼒技術がなにを⽬指すべきかについて，総合的に議論することと
した。 

 5 ⽉ 26 ⽇(⽔) 午前の部  
（敬称略） 

 
司会：（電気事業連合会）辻倉⽶蔵 
開会の辞(10:00-10:10)               （運営委員⻑・⽇本学術会議）⼭地憲治 
挨拶(10:10-10:20)                       （⽇本学術会議）⾦澤⼀郎 
Ⅰ．基調講演 (10:20-11:10)   （衆議院国家基本政策委員⻑・衆議院議員）⼤畠章宏 
Ⅱ．特別講演 (11:10-12:00)               （原⼦⼒委員会）近藤駿介 
 

 5 ⽉ 26 ⽇(⽔) 午後の部  
 
Ⅲ．もの作り，⼈作りの現状と挑戦 (13:00-14:30) 
司会：（九州⼤学）⼯藤和彦 
(1) JR の挑戦(30 分)                         （JR 東海）⼤⼭隆幸 
(2) 原⼦炉製造メーカの挑戦＜国際展開＞(30 分)          （三菱重⼯業）駒野康夫 
(3) エネルギー環境教育の現状と挑戦＜⼈的資源＞(30 分)     （京都教育⼤学）⼭下宏⽂ 
 
Ⅳ．エネルギーと環境への原⼦⼒の役割 (14:50-16:20) 
司会：（北海道⼤学）佐藤正知 
(1) オイルピーク論(30 分)                 （もったいない学会）天野 治 
(2) エネルギーの国際展開(30 分)          （⽇本エネルギー経済研究所）村上朋⼦ 
(3) 原⼦燃料サイクルの課題と展望(30 分)              （京都⼤学）⼭名 元 
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 5 ⽉ 27 ⽇(⽊) 午前の部  
 
司会：（電⼒中央研究所）池本⼀郎 
Ⅴ．特別講演 (10:10-11:00)            （原⼦⼒安全委員会）班⽬春樹 
Ⅵ．招待講演 (11:00-11:50)           （原⼦⼒安全研究協会）佐藤⼀男 
 

 5 ⽉ 27 ⽇(⽊) 午後の部  
 
Ⅶ．原⼦⼒技術の社会的受容性(13:00-14:30) 
司会：（東京⼯業⼤学・⽇本学術会議）⼆ノ⽅ 壽 
(1) 放射線の⼈体への影響(30 分)            （放射線医学総合研究所）酒井⼀夫 
(2) プルサーマルに関する⽞海発電所での対応(30 分)         （九州電⼒）段上 守 
(3) 原⼦⼒委員会の原⼦⼒キャラバンから⾒える社会的受容性(30 分) 
                              （前原⼦⼒委員）松⽥美夜⼦ 
 
Ⅷ．共催学協会セッション (14:50-16:50) 
司会：（東京⼤学）寺井隆幸 
(1) 地質調査について(30 分)               （産業技術総合研究所）杉⼭雄⼀ 
(2) 地震・地震動の挙動(30 分)                （愛知⼯業⼤学）⼊倉孝次郎 
(3) 建物・構築物への影響評価(30 分)          （⾸都⼤学東京名誉教授）⻄川孝夫 
(4) 機械・電気設備への影響評価(30 分)           （東京⼤学名誉教授）野本敏治 
 
閉会挨拶(16:50-17:00)                                   （⽇本原⼦⼒学会）横溝英明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  事前登録 （5⽉20⽇(⽊)まで） 
  http://www.aesj.or.jp/ よりお申し込み下さい  
  問合せ先 
  原⼦⼒総合シンポジウム2010運営委員会 
  社団法⼈ ⽇本原⼦⼒学会 事務局内 
  105-0004 東京都港区新橋2-3-7新橋第⼆中ビル3F 
  TEL 03-3508-1261，FAX 03-3581-6128，E-mail kikaku@aesj.or.jp 
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■主催 ⽇本学術会議 総合⼯学委員会 

■共同主催［38 学協会 50 ⾳順］ 
エネルギー・資源学会 
空気調和・衛⽣⼯学会 
資源・素材学会 
⼟⽊学会 
⽇本化学会 
⽇本空気清浄協会 
⽇本混相流学会 
⽇本地球化学会 
⽇本⾮破壊検査協会 
⽇本放射化学会 
⽇本保健物理学会 
粉体粉末冶⾦協会 
レーザー学会 

化学⼯学会 
計測⾃動制御学会 
電気化学会 
⽇本アイソトープ協会 
⽇本核医学会 
⽇本建築学会 
⽇本シミュレーション学会 
⽇本地質学会 
⽇本複合材料学会 
⽇本放射線影響学会 
⽇本溶接協会 
プラズマ・核融合学会 
[幹事] ⽇本原⼦⼒学会 

⽕⼒原⼦⼒発電技術協会 
原⼦⼒安全研究協会 
電気学会 
⽇本医学放射線学会 
⽇本機械学会 
⽇本⾼圧⼒技術協会 
⽇本セラミックス協会 
⽇本電気協会 
⽇本分析化学会 
⽇本放射線技術学会 
⽇本流体⼒学会 
溶接学会 
会 

■後援機関（予定） 
エネルギー総合⼯学研究所 
男⼥共同参画学協会連絡会 
⽇本原⼦⼒産業協会 

原⼦⼒委員会 
電⼒中央研究所 
⽇本原⼦⼒⽂化振興財団 

原⼦⼒安全委員会 
⽇本原⼦⼒研究開発機構 
⽇本電機⼯業会

 

 

日本学術会議 

国立新美術館 

千代田線 乃木坂駅 

５番出口 

青山霊園 

六本木トンネル 

至 表参道 

至 青山通り 


